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ferred tax credit)が確実に増大していったので、ある。いま， 1980年， FASB 
が1，100社の会社を対象に行なったー調査結果によれば， 1980年だけをとって
も，繰延所得税費用は報告利益の20パーセントに達したという(11)むしろ，税






かくて， 1982年 1月， FASBは法人税会計の再検討を開始した。 1983年
8月， W討議資料jr法人税等に関する諸問題の分析」が公表され， 1986年 9
月に公開草案が発行された。そうして， 1987年12月に， W財務会計基準ステ
イトメントj (Statement of Financial Accounting Standards : SFAS)第96
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〔表一 1J 繰延税金の計算(単一資産の例) 単位:千ドル
第 l欄課税額の計算
年 税減価引前償却会計お利よ益び 原引価当回収金 課税所得 所(税得率4税0%額) 
19 x 1 1， 000. 0ドlレ 200.0 ドル 800.0 ドル 320.0ドル
19 x 2 1， 000. 0 320.0 680.0 272.0 
19 x 3 1， 000. 0 192.0 808.0 323.0 
19x 4 1， 000.0 115.2 884.8 353.9 
19 x 5 1， 000. 0 115.2 884.8 353.9 
19 x 6 1， 000. 0 57.6 942.4 377.0 
19 x 7 1， 000. 0 1， 000. 0 400.0 
19 x 8 1， 000. 0 1， 000. 0 400.0 
8，000.0 ドlレ 1， 000. 0 ドlレ 7，000.0 ドル 2，800.0 ドル
第2欄所得税費用の計算
年 減税価引償前却会計お利よ益び 減価償却費 税引前会計利益 所(税得率税40費%用) 
19 x 1 1， 000. 0 ドlレ 125.0ドjレ 875.0 ドル 350.0ドlレ
19x 2 1， 000. 0 125.0 875.0 350.0 
19x 3 1， 000. 0 125.0 875.0 350.0 
19x 4 1， 000.0 125.0 875.0 350.0 
19x 5 1， 000. 0 125.0 875.0 350.0 
19x 6 1， 000. 0 125.0 875.0 350.0 
19x 7 1， 000. 0 125.0 875.0 350.0 
19x 8 1， 000. 0 125.0 875.0 350.0 
8，000.0 ドル 1， 000. 0ドル 7，000.0 ドル 2，800.0 ドル
第3欄繰延税金勘定
年 所(第得(税21)欄費用) 所(第(得21欄税) 繰(l延)一税(2金) 税期末金繰勘延定
19 x 1 350.0ドlレ 320.0 ドル 30.0 ドル 30.0ドlレ
19x 2 350.0 272.0 78.0 108.0 
19x 3 350.0 323.2 26.8 134.8 
19x 4 350.0 353.9 (3.9) 130.9 
19x 5 350.0 353.9 (3.9) 127.0 
19x 6 350.0 377.0 (27.0) 100.0 
19x 7 350.0 400.0 (50.0) 50.0 
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4 税効果会計基準の転換
SFAS第96号およびその修正公開草案「法人税の会計J (Accounting for 














































(deferred tax liability or asset)が認識され，また営業損失および税額控除
は繰越されることになる。また，当該期間の繰延税負債および資産の変動が
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